
(57)【要約】

【課題】手術に使用できるが、例えば織物のステッチン

グのような他の領域にも有効なステッチング方法および

装置を提供することにある。

【解決手段】ステッチング方法およびステッチング装置

。ステッチングすべき対象物を穿通し、穿通部を通して

アンカーを配給し、該アンカーにより糸の第一端部を穿

通部内に固定し、第一穿通部から間隔を隔てた位置で対

象物を穿通し、第二穿通部を通して第二アンカーを配給

し、第二アンカーにより糸を第二穿通部に通して対象物

に取付け、最終アンカーが配給される最終穿通部に至る

まで必要に応じて上記手順を反復し、最終アンカーによ

り糸の第二端部を最終アンカーに固定することからなる

ステッチング方法を開示する。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ス テ ッ チ ン グ す べ き 対 象 物 を 穿 通 し 、 穿 通 部 を 通 し て ア ン カ ー を 配 給 し 、 該 ア ン カ ー に よ
り 糸 の 第 一 端 部 を 穿 通 部 内 に 固 定 し 、 第 一 穿 通 部 か ら 間 隔 を 隔 て た 位 置 で 対 象 物 を 穿 通 し
、 第 二 穿 通 部 を 通 し て 第 二 ア ン カ ー を 配 給 し 、 第 二 ア ン カ ー に よ り 糸 を 第 二 穿 通 部 に 通 し
て 対 象 物 に 取 付 け 、 最 終 ア ン カ ー が 配 給 さ れ る 最 終 穿 通 部 に 至 る ま で 必 要 に 応 じ て 上 記 手
順 を 反 復 し 、 最 終 ア ン カ ー に よ り 糸 の 第 二 端 部 を 最 終 ア ン カ ー に 固 定 す る こ と か ら な る こ
と を 特 徴 と す る ス テ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ア ン カ ー は 糸 に 通 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス テ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 穿 通 は 穿 刺 要 素 に よ り 行 な わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ス テ ッ チ
ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ア ン カ ー は 、 ア ン カ ー 配 給 要 素 に よ り 穿 通 部 を 通 し て 配 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の ス テ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
各 穿 通 後 に 、 穿 刺 要 素 お よ び 配 給 要 素 は 、 ア ン カ ー に 固 定 さ れ た 、 穿 通 部 を 通 る 一 定 長 さ
の 糸 を 残 し て 引 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の ス テ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ス テ ッ チ ン グ 器 具 は 、 ア ン カ ー を 対 象 物 内 に 埋 入 さ せ る 作 用 を 行 な う こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の ス テ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 埋 入 作 用 は 器 具 を 回 転 さ せ る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の ス テ ッ チ ン
グ 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 回 転 は １ ８ ０ ° に 亘 っ て 行 な わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の ス テ ッ チ ン グ 方
法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 埋 入 作 用 は 引 張 り 作 用 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ま た は ８ 記 載 の ス テ ッ チ ン グ
方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 ア ン カ ー に は 鉤 爪 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 記
載 の ス テ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
最 終 ア ン カ ー が 配 給 さ れ た 後 、 糸 が 切 断 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ
か 1項 記 載 の ス テ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
ス テ ッ チ ン グ ツ ー ル が 複 数 の ア ン カ ー を 保 持 し 、 ア ン カ ー 配 給 要 素 が ア ン カ ー を １ つ ず つ
前 進 さ せ て 、 連 続 的 穿 通 を 行 な う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 記 載 の
ス テ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
手 術 に 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か 1項 記 載 の ス テ ッ チ ン グ 方 法
。
【 請 求 項 １ ４ 】
軟 組 織 と 軟 組 織 と を 固 定 す る の に 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の ス テ ッ チ ン
グ 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
糸 を 引 張 る こ と に よ り 分 離 し た 軟 組 織 部 分 同 士 を 近 置 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４
記 載 の ス テ ッ チ ン グ 方 法 。
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【 請 求 項 １ ６ 】
軟 組 織 を 骨 に 固 定 す る の に 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の ス テ ッ チ ン グ 方 法
。
【 請 求 項 １ ７ 】
少 な く と も １ つ の ア ン カ ー を 骨 に 移 植 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の ス テ ッ チ ン
グ 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
軟 組 織 を 通 し て ２ つ の ア ン カ ー を 骨 に 移 植 し て 軟 組 織 を 骨 に 固 定 し 、 軟 組 織 と 骨 と の 間 に
延 び て い る 縫 合 糸 を 緊 張 さ せ て 、 骨 に 対 し て 軟 組 織 を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
７ 記 載 の ス テ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
ア ン カ ー の た め の 孔 を 予 め 骨 に 穿 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ ま た は １ ８ 記 載 の ス テ
ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
糸 と 、 該 糸 に 通 さ れ た 複 数 の 孔 穿 き ア ン カ ー と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ９
の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 に 使 用 す る た め の ア ン カ ー ／ 糸 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 糸 は 外 科 用 縫 合 糸 で あ り 、 ア ン カ ー は 生 体 適 合 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
０ 記 載 の ア ン カ ー ／ 糸 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
ス テ ッ チ ン グ 器 具 を 形 成 す る ハ ン ド ピ ー ス に 取 付 け ら れ る カ セ ッ ト に 設 け ら れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ ま た は ２ ０ 記 載 の ア ン カ ー ／ 糸 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
少 な く と も 一 端 の 鉤 爪 と 、 糸 を 通 す 孔 と を 備 え て い る フ ッ ク 状 の 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ ０ ～ ２ ２ の い ず れ か １ 項 記 載 の ア ン カ ー ／ 糸 組 立 体 に 使 用 す る ア ン カ ー 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
生 体 適 合 性 材 料 で 作 ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の ア ン カ ー 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
生 体 吸 収 性 材 料 で 作 ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ 記 載 の ア ン カ ー 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
ポ リ 乳 酸 、 ま た は Ｐ Ｇ Ａ － ｃ ｏ － Ｔ Ｍ Ｃ ま た は Ｐ Ｇ Ａ － ｃ ｏ － Ｐ Ｃ Ｌ の コ ポ リ マ ー の よ う
な 吸 収 性 ポ リ マ ー で 作 ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の ア ン カ ー 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
金 属 で 作 ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の ア ン カ ー 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
ア セ タ ー ル の よ う な 非 吸 収 性 ポ リ マ ー で 作 ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の
ア ン カ ー 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
解 放 可 能 な 生 物 学 的 因 子 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ ～ ２ ８ の い ず れ か １ 項 記 載
の ア ン カ ー 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
薬 剤 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ 記 載 の ア ン カ ー 。
【 請 求 項 ３ １ 】
抗 生 物 質 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ ま た は ３ ０ 記 載 の ア ン カ ー 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
自 然 治 癒 因 子 の 誘 発 物 質 す な わ ち ト リ ガ を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ ～ ３ １
の い ず れ か １ 項 記 載 の ア ン カ ー 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
複 数 の ア ン カ ー の た め の ア ン カ ー リ ザ ー バ と 、 糸 の た め の 糸 リ ザ ー バ と 、 ス テ ッ チ ン グ す
べ き 対 象 物 を 穿 通 す る 機 能 を 有 す る 穿 刺 器 具 と 、 糸 に 取 付 け ら れ た 複 数 の ア ン カ ー の う ち

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-530524 A 2004.10.7



の １ つ を 穿 通 部 を 通 し て 配 給 す る ア ン カ ー 配 給 要 素 と を 有 す る ス テ ッ チ ン グ 器 具 に お い て
、 ア ン カ ー を 残 し た ま ま 穿 通 部 か ら 穿 刺 器 具 を 引 出 す こ と が で き か つ 前 記 穿 通 位 置 か ら 離
れ た 対 象 物 の 位 置 で 同 じ 手 順 を 反 復 で き る こ と を 特 徴 と す る ス テ ッ チ ン グ 器 具 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
前 記 ア ン カ ー リ ザ ー バ は 摺 動 案 内 面 を 有 し 、 該 案 内 面 上 で ア ン カ ー を 重 ね る こ と が で き る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ 記 載 の ス テ ッ チ ン グ 器 具 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
前 記 糸 リ ザ ー バ は ス プ ー ル ホ ル ダ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ ま た は ３ ４ 記 載 の
ス テ ッ チ ン グ 器 具 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
前 記 ア ン カ ー リ ザ ー バ お よ び 糸 リ ザ ー バ は 、 糸 リ ザ ー バ 内 に 保 持 さ れ た 糸 上 に 複 数 の ア ン
カ ー 糸 を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ ～ ３ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の ス テ ッ チ ン グ
器 具 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
前 記 糸 リ ザ ー バ お よ び ア ン カ ー リ ザ ー バ の 領 域 か ら 伸 長 で き る 糸 切 断 ナ イ フ を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ ～ ３ ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の ス テ ッ チ ン グ 器 具 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
内 視 鏡 手 術 器 具 と し て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ ～ ３ ７ の い ず れ か １ 項 記 載
の ス テ ッ チ ン グ 器 具 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
ハ ン ド ピ ー ス か ら 操 作 で き る ア ン カ ー 割 出 し 機 構 お よ び 糸 張 力 決 定 シ ス テ ム を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ８ 記 載 の ス テ ッ チ ン グ 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は ス テ ッ チ ン グ （ stitching） に 関 し 、 よ り 詳 し く は 外 科 的 縫 合 (surgical suturin
g)に 関 す る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
例 え ば 軟 組 織 層 は 、 慣 用 の 手 縫 い に お け る よ う に 針 を 用 い て 組 織 に 通 さ れ る 糸 を 使 用 し て
、 ス テ ッ チ ン グ ま た は 縫 合 さ れ か つ 結 紮 さ れ る 。 他 の 例 と し て 、 手 術 に は ス テ ー プ ル も 使
用 さ れ 、 各 々 は 適 材 適 所 で 用 い ら れ る 。 縫 合 部 位 へ の ア ク セ ス が 容 易 で あ る 場 合 に は 、 慣
用 の 糸 縫 合 は 、 通 常 、 熟 練 し た 外 科 医 に と っ て 何 の 問 題 も な い 。 し か し な が ら 、 ア ク セ ス
が 制 限 さ れ る 内 視 鏡 手 術 で は 、 慣 用 の ス テ ッ チ ン グ お よ び 特 に 結 紮 は 困 難 で あ る 。 ス テ ー
プ ル は 比 較 的 容 易 に 配 置 で き る が 、 主 と し て 、 ス テ ー プ ル が 不 発 に 終 っ た り 移 動 す る と い
う ス テ ー プ ル 自 体 の 欠 点 も 有 す る 。 ま た 、 配 置 が 容 易 で あ る た め 過 剰 使 用 さ れ が ち に な り
、 こ の た め 、 更 な る 外 科 的 回 復 手 術 を 要 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
米 国 特 許 第 ６  ０ ２ ４  ７ ５ ８ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】
欧 州 特 許 Ｅ Ｐ  １  １ ９ ９  ０ ３ ６ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 手 術 に 使 用 で き る が 、 例 え ば 織 物 の ス テ ッ チ ン グ の よ う な 他 の 領 域 に も 有 効 な
ス テ ッ チ ン グ 方 法 お よ び 装 置 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 そ の 一 態 様 に お い て 、 ス テ ッ チ ン グ す べ き 対 象 物 を 穿 通 し 、 穿 通 部 を 通 し て ア
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ン カ ー を 配 給 し 、 該 ア ン カ ー に よ り 糸 の 第 一 端 部 を 穿 通 部 内 に 固 定 し 、 第 一 穿 通 部 か ら 間
隔 を 隔 て た 位 置 で 対 象 物 を 穿 通 し 、 第 二 穿 通 部 を 通 し て 第 二 ア ン カ ー を 配 給 し 、 第 二 ア ン
カ ー に よ り 糸 を 第 二 穿 通 部 に 通 し て 対 象 物 に 取 付 け 、 最 終 ア ン カ ー が 配 給 さ れ る 最 終 穿 通
部 に 至 る ま で 必 要 に 応 じ て 上 記 手 順 を 反 復 し 、 最 終 ア ン カ ー に よ り 糸 の 第 二 端 部 を 最 終 ア
ン カ ー に 固 定 す る こ と か ら な る ス テ ッ チ ン グ 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ア ン カ ー は 糸 に 通 す こ と が で き る 。 ア ン カ ー が 糸 に 沿 っ て 移 動 で き る よ う に 、 糸 に 緩 く 通
さ れ て い れ ば 、 穿 通 部 の 間 隔 は 任 意 に 選 択 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
穿 通 は 穿 刺 要 素 に よ り 行 な う こ と が で き る 。 ア ン カ ー は 、 穿 通 の 度 毎 に 、 ア ン カ ー 配 給 要
素 に よ り 対 象 物 （ material） を 通 し て 配 給 さ れ る 。 各 穿 通 後 に 、 穿 刺 要 素 お よ び 配 給 要 素
は 、 ア ン カ ー に 固 定 さ れ た 、 穿 通 部 を 通 る 一 定 長 さ の 糸 を 残 し て 引 出 さ れ る 。 各 穿 通 の 度
毎 に 、 所 定 張 力 を 糸 に 付 与 し て 所 望 の 緊 張 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
次 に 、 埋 入 操 作 を 行 な っ て 、 ア ン カ ー を 対 象 物 内 に 埋 入 さ せ る こ と が で き る 。 埋 入 操 作 は
、 １ ８ ０ ° ま で 可 能 な 回 転 に よ り 行 な う こ と が で き る 。 埋 入 操 作 に は 引 張 り 操 作 も 含 め る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ア ン カ ー を 埋 入 位 置 に よ り 良 く 保 持 す る た め 、 ア ン カ ー に は 鉤 爪 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
最 終 ア ン カ ー が 配 給 さ れ た 後 、 糸 を 切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ス テ ッ チ ン グ ツ ー ル は 、 複 数 の ア ン カ ー を 保 持 し 、 ア ン カ ー を １ つ ず つ 前 進 さ せ て 連 続 的
穿 通 を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 方 法 は 、 手 術 に 使 用 す る こ と が で き 、 ま た 軟 組 織 と 軟 組 織 と を 固 定 し ま た は 軟 組
織 を 骨 に 固 定 す る こ と も で き 、 こ の 場 合 に は 、 少 な く と も １ 本 の 縫 合 糸 を 骨 に 移 植 で き る
。 軟 組 織 を 通 し て ２ つ の ア ン カ ー を 骨 に 移 植 し て 軟 組 織 を 骨 に 固 定 し 、 軟 組 織 と 骨 と の 間
に 延 び て い る 縫 合 糸 を 緊 張 さ せ て 、 骨 に 対 し て 軟 組 織 を 保 持 す る こ と が で き る 。 組 織 と 組
織 と を 固 定 で き る が 、 主 と し て 組 織 を 骨 に 固 定 す る た め の 、 糸 に 取 付 け ら れ た ア ン カ ー は
既 に 知 ら れ て お り 、 例 え ば 上 記 特 許 文 献 １ お よ び ２ を 参 照 さ れ た い 。 こ れ ら の 特 許 文 献 に
開 示 さ れ て い る よ う に 、 骨 に は ア ン カ ー の た め の 孔 を 予 め 穿 け て お く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 は ま た 、 本 願 で 提 供 す る 方 法 に 使 用 す る た め の 、 糸 と 、 該 糸 に 通 さ れ た 複 数 の 孔 穿
き ア ン カ ー と を 有 す る ア ン カ ー ／ 糸 組 立 体 を 提 供 す る 。 糸 は 外 科 用 縫 合 糸 と し 、 ア ン カ ー
は 生 体 適 合 性 を 有 す る も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 は ま た 、 少 な く と も 一 端 の 鉤 爪 と 、 糸 を 通 す 孔 と を 備 え て い る フ ッ ク 状 の 形 状 を 有
す る ア ン カ ー ／ 糸 組 立 体 に 使 用 す る ア ン カ ー を 提 供 す る 。 ア ン カ ー は 、 生 体 適 合 性 材 料 で
作 ら れ 、 該 材 料 と し て 、 ポ リ 乳 酸 、 ま た は Ｐ Ｇ Ａ － ｃ ｏ － Ｔ Ｍ Ｃ ま た は Ｐ Ｇ Ａ － ｃ ｏ － Ｐ
Ｃ Ｌ の コ ポ リ マ ー の よ う な 吸 収 性 ポ リ マ ー か ら な る 生 体 吸 収 性 材 料 を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
し か し な が ら 、 ア ン カ ー は 、 金 属 ま た は ア セ タ ー ル の よ う な 非 吸 収 性 ポ リ マ ー で 作 る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た ア ン カ ー に は 、 薬 剤 、 抗 生 物 質 ま た は 自 然 治 癒 因 子 の 誘 発 物 質 す な わ ち ト リ ガ の よ う
な 解 放 可 能 な 生 物 学 的 因 子 を 含 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 は ま た 、 複 数 の ア ン カ ー の た め の ア ン カ ー リ ザ ー バ と 、 糸 の た め の 糸 リ ザ ー バ と 、
ス テ ッ チ ン グ す べ き 対 象 物 を 穿 通 す る 機 能 を 有 す る 穿 刺 器 具 と 、 糸 に 取 付 け ら れ た ア ン カ
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ー の う ち の １ つ を 穿 通 部 を 通 し て 配 給 す る ア ン カ ー 配 給 器 具 と を 有 す る ス テ ッ チ ン グ 器 具
で あ っ て 、 ア ン カ ー を 残 し た ま ま 穿 通 部 か ら 配 給 器 具 お よ び 穿 刺 器 具 を 引 出 す こ と が で き
か つ 前 記 穿 通 位 置 か ら 離 れ た 対 象 物 の 位 置 で 同 じ 手 順 を 反 復 で き る ス テ ッ チ ン グ 器 具 を 提
供 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ア ン カ ー リ ザ ー バ に は 摺 動 案 内 面 を 設 け 、 該 案 内 面 上 で 、 ア ン カ ー を 、 ス テ ー プ ラ に お け
る ス テ ー プ ル の よ う に 重 ね る こ と が で き る 。 糸 リ ザ ー バ に は ス プ ー ル ホ ル ダ を 設 け る こ と
が で き る 。 ア ン カ ー リ ザ ー バ お よ び 糸 リ ザ ー バ は 、 糸 リ ザ ー バ 内 に 保 持 さ れ た 糸 上 に 複 数
の ア ン カ ー 糸 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ス テ ッ チ ン グ 器 具 に は 、 糸 リ ザ ー バ お よ び ア ン カ ー リ ザ ー バ の 領 域 か ら 作 動 位 置 へ と 伸 長
で き る 糸 切 断 ナ イ フ を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ス テ ッ チ ン グ 器 具 は 内 視 鏡 手 術 器 具 と し て 構 成 で き 、 か つ ハ ン ド ピ ー ス か ら 操 作 で き る ア
ン カ ー 割 出 し 機 構 お よ び 糸 張 力 決 定 シ ス テ ム を 設 け る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 ス テ ッ チ ン グ 方 法 、 よ り 詳 し く は 、 手 術 に 使 用 す る ア ン カ ー
、 ア ン カ ー ／ 糸 組 立 体 お よ び ス テ ッ チ ン グ 器 具 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
添 付 図 面 に は 、 ス テ ッ チ ン グ を 行 な う ス テ ッ チ ン グ 器 具 １ ０ の 使 用 方 法 で あ っ て 、 対 象 物
（ こ の 場 合 に は 、 近 置 さ せ る べ き 軟 組 織 ） を 穿 通 し 、 穿 通 部 １ ３ ａ を 通 し て ア ン カ ー １ ４
ａ を 配 給 し 、 該 ア ン カ ー １ ４ ａ に よ り 糸 １ ５ の 第 一 端 部 を 穿 通 部 １ ３ ａ 内 に 固 定 し 、 第 一
穿 通 部 １ ３ ａ か ら 間 隔 を 隔 て た 位 置 １ ６ で 対 象 物 １ １ 、 １ ２ を 穿 通 し 、 位 置 １ ６ で の 第 二
穿 通 部 １ ３ ｂ を 通 し て 第 二 ア ン カ ー １ ４ ｂ を 配 給 し 、 第 二 ア ン カ ー １ ４ ｂ に よ り 糸 １ ５ を
第 二 穿 通 部 １ ３ ｂ に 通 し て 対 象 物 １ １ 、 １ ２ に 取 付 け 、 以 下 、 最 終 ア ン カ ー １ ４ ｃ が 配 給
さ れ る 最 終 穿 通 部 １ ３ ｃ に 至 る ま で 必 要 に 応 じ て 上 記 手 順 を 反 復 し 、 最 終 ア ン カ ー １ ４ ｃ
に よ り 糸 の 第 二 端 部 を 最 終 ア ン カ ー に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ３ に は 、 ３ つ の 穿 通 部 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ に 亘 っ て 延 び て い る 縫 合 が 示 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ５ に 示 す よ う に 、 ア ン カ ー １ ４ は 糸 １ ５ に 挿 通 さ れ 、 ア ン カ ー １ ４ に は こ の 目 的 の た め
の 孔 １ ４ ｅ が 設 け ら れ て い る 。 第 一 ア ン カ ー １ ４ ａ は 、 結 び 目 （ 図 示 ） に よ り 、 適 当 な 接
着 剤 に よ り 、 射 出 成 形 に よ り 、 ま た は 他 の 任 意 の 適 当 な 態 様 に よ り 糸 １ ５ の 第 一 端 部 に 取
付 け ら れ る 。 他 の ア ン カ ー は 、 糸 １ ５ 上 で 自 由 に 摺 動 で き る 。 ア ン カ ー １ ４ の 各 端 部 に は
鉤 爪 ２ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
穿 通 は 、 穿 刺 要 素 １ ７ に よ り 行 な わ れ る 。 ア ン カ ー 配 給 要 素 １ ８ は 、 穿 通 の 度 毎 に 対 象 物
を 通 し て ア ン カ ー １ ４ を 配 給 す る 。 手 術 縫 合 の 場 合 に は 、 実 際 に 、 穿 刺 要 素 １ ７ が 組 織 １
１ 、 １ ２ に 孔 を 穿 け る こ と は も ち ろ ん で あ る 。 他 の 場 合 に は 、 対 象 物 に 予 め 穿 孔 し て お く
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ２ ａ に お け る 段 階 １ は 、 ス テ ッ チ ン グ 器 具 １ ０ の ハ ン ド ピ ー ス １ ０ ａ 内 の 機 構 １ １ ８ （
図 ４ ） に よ り 設 定 さ れ る 予 設 定 深 さ ま で 、 器 具 １ ０ の 端 部 か ら 突 出 し て い る 穿 刺 器 具 １ ７
を 示 す 。 段 階 ２ は 、 穿 刺 器 具 １ ７ に よ る 穿 通 を 示 す 。 段 階 ３ は 、 ハ ン ド ピ ー ス １ ０ ａ 内 の
ア ク チ ュ エ ー タ １ ８ ａ に よ り 操 作 さ れ る 配 給 要 素 １ ８ に よ り 、 糸 に 取 付 け ら れ た ア ン カ ー
１ ４ ａ を 移 植 す る と こ ろ を 示 す 。 段 階 ４ は 、 鋭 い 先 端 縁 １ ９ を 備 え た ア ン カ ー １ ４ ａ が 、
穿 通 部 を 通 っ て 完 全 に 穿 通 さ れ て い る と こ ろ を 示 す 。 段 階 ５ で は 、 外 科 医 が 、 器 具 １ ０ の
全 体 を 軸 線 の 回 り で １ ８ ０ ° 回 転 さ せ て 、 穿 通 に よ り 損 傷 を 受 け て い な い 組 織 １ ２ の 部 分
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に 鉤 爪 ２ １ を 位 置 決 め し か つ 糸 を ア ン カ ー の 回 り に 巻 き 付 け 、 糸 を 摩 擦 的 に 固 定 し て い る
と こ ろ を 示 し 、 段 階 ６ で は 、 器 具 １ ０ を 後 退 さ せ て 、 ア ン カ ー １ ４ を 組 織 内 に 埋 入 し た と
こ ろ を 示 す 。 図 ２ ｂ に お け る 段 階 ７ は 、 ア ン カ ー １ ４ ａ が 組 織 内 に 埋 入 さ れ た 状 態 に 維 持
し て 、 ア ン カ ー 配 給 要 素 １ ８ を 引 出 し た と こ ろ を 示 す 。 次 に 段 階 ８ で は 、 器 具 １ ０ を 後 退
さ せ て 、 一 定 長 さ の 糸 １ ５ を ス プ ー ル （ 実 際 に は ハ ン ド ピ ー ス 内 に 配 置 さ れ て い る が 、 こ
こ で は 概 略 的 に 示 す ） か ら 巻 き 解 く 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
段 階 ９ で は 、 器 具 １ ０ を １ ８ ０ ° 回 転 さ せ て 戻 し 、 次 の 穿 通 部 位 へ と 移 動 さ せ た と こ ろ を
示 す 。 段 階 １ ０ で は 次 の 穿 通 が 行 な わ れ た と こ ろ を 示 し 、 段 階 １ １ で は 過 剰 の 糸 を ス プ ー
ル に よ り 巻 き 戻 し た と こ ろ を 示 す 。 段 階 １ ２ で は 、 器 具 １ ０ を 再 び 回 転 さ せ て 、 鉤 爪 を 非
損 傷 組 織 に 位 置 決 め し た と こ ろ を 示 す 。 図 ２ ｃ に お け る 段 階 １ ３ は 本 質 的 に 段 階 ６ お よ び
段 階 ７ を 反 復 し た も の で あ り 、 段 階 １ ４ は 器 具 が 再 び 引 出 さ れ て 次 の 穿 通 の 準 備 が な さ れ
た と こ ろ を 示 す 。 手 順 の 終 時 に 、 糸 １ ５ が 切 断 さ れ か つ 器 具 が 完 全 に 引 出 さ れ る 。 糸 １ ５
を 切 断 す る た め 、 伸 長 可 能 な ナ イ フ （ 図 示 せ ず ） を 器 具 か ら 伸 長 さ せ る か 、 手 術 部 位 で の
他 の 入 口 を 通 し て ナ イ フ そ の 他 の 器 具 を 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
糸 を 引 出 す こ と が で き る と い う こ と は 、 一 部 が 切 除 さ れ て い て 分 離 し た 軟 組 織 で あ っ て も
該 組 織 を 一 緒 に 引 出 す こ と が で き る こ と を 意 味 し 、 単 に 糸 を 「 巻 取 る 」 こ と に よ り 組 織 を
近 置 で き る 。 こ の た め に 器 具 を 回 転 さ せ る 必 要 が な い か 、 或 い は 回 転 さ せ る に し て も 穿 通
の 度 毎 に １ ８ ０ ° 以 下 の 極 く 僅 か で よ く 、 ア ン カ ー を 通 る 糸 に 対 す る 摩 擦 抵 抗 を 低 減 で き
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 １ は 、 腹 腔 鏡 ９ お よ び ス テ ッ チ ン グ 器 具 １ ０ を 含 む 器 具 を 挿 通 で き る 多 く の 入 口 を 用 い
た 内 視 鏡 手 術 部 位 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ４ は ス テ ッ チ ン グ 器 具 １ ０ の 一 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 ス テ ッ チ ン グ 器 具 １ ０ は
、 ハ ン ド ピ ー ス １ ０ ａ と 、 複 数 の ア ン カ ー １ ４ の た め の ア ン カ ー リ ザ ー バ ４ １ と 、 ス プ ー
ル ホ ル ダ ４ ２ を 備 え た 糸 リ ザ ー バ と 、 深 さ 設 定 ア ク チ ュ エ ー タ １ ７ ａ を 備 え た 穿 刺 要 素 １
７ と 、 ア ン カ ー を 解 放 可 能 に 係 合 す る 端 部 構 造 １ ８ ａ を 備 え た ア ン カ ー 配 給 要 素 １ ８ と を
有 し て い る 。 穿 刺 器 具 お よ び 配 給 要 素 は ス テ ッ チ ン グ 器 具 １ ０ 内 に 引 入 れ る こ と が で き 、
こ れ に よ り 、 配 給 要 素 が 次 の 整 列 ア ン カ ー １ ４ に 係 合 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ス テ ッ チ ン グ 器 具 １ ０ は 、 ハ ン ド ピ ー ス １ ０ ａ を 、 ア ン カ ー お よ び 糸 の 供 給 源 を 保 持 す る
着 脱 可 能 な カ セ ッ ト １ ０ ｂ と し て 構 成 で き る 。 ハ ン ド ピ ー ス １ ０ ａ に は 、 ば ね 戻 し 機 構 を
備 え た 糸 張 力 制 御 装 置 お よ び ロ ッ ド の よ う な 種 々 の ア ク チ ュ エ ー タ お よ び 制 御 装 置 を 設 け
る こ と が で き 、 こ れ ら を 設 け れ ば 、 穿 刺 器 具 お よ び 配 給 要 素 並 び に 縫 合 糸 切 断 ナ イ フ を 伸
長 さ せ る こ と が で き る 。 穿 刺 器 具 が 縫 合 糸 を 切 断 す る よ う に 構 成 で き る こ と は も ち ろ ん で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 の ス テ ッ チ ン グ 方 法 を 有 効 に 使 用 で き る 腹 腔 鏡 手 術 と し て 、 コ リ － ニ ッ セ ン の 胃 底
皺 襞 形 成 術 （ Collis-Nissen Fundoplication） 、 待 期 的 並 接 食 道 胃 吻 合 術 （ Palliative s
ide-to-side Esophagogastrostomy） 、 突 合 せ 吻 合 術 （ End-to-end Anastomosis） 、 筋 膜
閉 鎖 お よ び 回 腸 ｛ Ｊ ｝ 嚢 術 （ Fascia Closure and Ileal “ J”  Pouch） が あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
組 織 は 、 上 記 文 献 １ お よ び ２ に 教 示 さ れ て い る よ う な ア ン カ ー 、 ま た は 骨 に 予 め ド リ ル 穿
孔 さ れ た ボ ア 内 に 配 置 さ れ る ね じ の よ う な 他 の 任 意 の 適 当 な 係 止 具 を 用 い て 骨 に 固 定 で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る ス テ ッ チ ン グ 器 具 を 配 置 す る 手 術 部 位 を 示 す 図 面 で あ る 。
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【 図 ２ ａ 】 軟 組 織 を 近 置 さ せ る 縫 合 手 順 の 段 階 １ ～ 段 階 ６ を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ ｂ 】 軟 組 織 を 近 置 さ せ る 縫 合 手 順 の 段 階 ７ ～ 段 階 １ ２ を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ ｃ 】 軟 組 織 を 近 置 さ せ る 縫 合 手 順 の 段 階 １ ３ ～ 段 階 １ ４ を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ３ つ の 穿 通 部 に 亘 っ て 延 び て い る 縫 合 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ス テ ッ チ ン グ 器 具 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 器 具 に よ り 配 置 さ れ る 、 糸 上 に 組 立 て ら れ た ア ン カ ー を 示 す 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１ ０ 　 ス テ ッ チ ン グ 器 具
１ ４ ａ 　 ア ン カ ー
１ ５ 　 糸
１ ７ 　 穿 刺 要 素
１ ８ 　 ア ン カ ー 配 給 要 素
２ １ 　 鉤 爪
４ １ 　 ア ン カ ー リ ザ ー バ
４ ２ 　 ス プ ー ル ホ ル ダ
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【 図 ２ ｃ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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